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表紙
羽田空港第３ターミナル展望デッキより

　

猛
暑
の
夏
が
過
ぎ
、
季
節
は
秋
へ
と
移

ろ
い
ま
す
。
秋
と
い
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
・
読
書
の
秋
・
芸
術
の
秋
・
行
楽
の

秋
・
食
欲
の
秋
な
ど
、
楽
し
み
が
多
い
時

季
で
す
。

　

毎
年
11
月
に
な
る
と
ボ
ー
ジ
ョ
レ 

ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
が
、
羽
田
空
港
な
ど
の
日
本
の
空

港
に
到
着
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
か
け
ま
す
。

解
禁
日
は
毎
年
11
月
の
第
3
木
曜
日
で
、

今
年
は
11
月
16
日
で
す
。

　

流
通
の
た
め
に
、
そ
れ
よ
り
も
少
し
前

に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
き

ま
す
が
、
解
禁
日
よ
り
も
前
に
販
売
す
る

こ
と
や
飲
む
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
日
付
変
更
線
に
近
い
た
め
、
フ

ラ
ン
ス
よ
り
も
8
時
間
早
く
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
バ
ブ
ル
期
に
「
世
界
で
最

初
に
飲
め
る
国
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
販
売
店
が
売
り
出
し
、
大
ブ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。
初
鰹
や
初
茄
子
と

い
っ
た
初
物
好
き
で
イ
ベ
ン
ト
好
き
な
日

本
人
の
嗜
好
に
合
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

今
日
で
は
ボ
ー
ジ
ョ
レ 

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の

輸
出
先
の
半
分
は
日
本
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

ボ
ー
ジ
ョ
レ 

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
ボ
ー
ジ
ョ

レ
（Beaujolais

）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
ボ
ー
ジ
ョ
レ
地
区
の
名
前
、

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
（N

ouveau

）
は
フ
ラ
ン
ス

語
で
新
し
い
と
い
う
意
味
で
す
。
そ
の
名

の
通
り
、
そ
の
年
の
9
月
に
収
穫
さ
れ
た

ぶ
ど
う
を
醸
造
し
た
新
酒
の
ワ
イ
ン
に
な

り
ま
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
味
わ
い
が
特
徴

な
の
で
、
他
の
ワ
イ
ン
と
違
い
寝
か
さ
ず

に
、
な
る
べ
く
早
く
飲
む
の
が
オ
ス
ス
メ

で
す
。

美
食
の
秋

ボージョレ地区のぶどう畑

日立Sun Nexsus茨城 ロジスティードグループのメンバー
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日
本
に
は
97
の
空
港
が
あ
り
、
国
内

そ
し
て
世
界
各
地
を
空
の
便
で
結
ん
で

い
る
。
そ
の
中
で
も
「
羽
田
空
港
」
の

通
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
東
京
国
際
空

港
は
、
旅
客
数
・
発
着
枠
ど
ち
ら
も
日

本
一
の
ハ
ブ
空
港
だ
。
２
０
２
２
年
の

国
内
線
・
国
際
線
を
合
わ
せ
た
総
旅
客

数
は
約
５
０
７
５
万
人
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
２
０
１
８

年
に
は
、
国
内
線
・
国
際
線
合
わ
せ
て

約
８
５
６
０
万
人
の
総
旅
客
数
を
記
録

し
て
い
た
。

日
本
一
の
ハ
ブ
空
港

　

羽
田
空
港
の
原
点
と
な
る
東
京
飛
行

場
が
、
現
在
の
羽
田
空
港
整
備
場
が
あ

る
付
近
に
開
業
し
た
の
は
１
９
３
１

（
昭
和
6
）
年
8
月
25
日
。
そ
れ
ま
で
民

間
航
空
は
立
川
陸
軍
飛
行
場
を
間
借
り

し
て
い
た
の
で
、
東
京
飛
行
場
が
日
本

初
の
国
営
民
間
航
空
飛
行
場
と
な
っ
た
。

　

記
念
と
な
る
第
1
便
は
日
本
航
空
輸

送
の
羽
田
発
中
国
・
大
連
行
き
だ
っ
た
。

単
発
小
型
旅
客
機
で
座
席
は
６
席
。
搭

乗
し
た
の
は
人
で
は
な
く
、
ス
ズ
ム
シ

と
マ
ツ
ム
シ
約
６
０
０
０
匹
だ
っ
た
と

い
う
。
大
連
で
暮
ら
す
日
本
人
に
秋
の

風
情
を
届
け
よ
う
と
搭
載
さ
れ
た
。

　

そ
の
時
は
ま
だ
、
庶
民
に
と
っ
て
飛

行
機
は
一
般
的
で
は
な
く
、
運
賃
も
高

額
だ
っ
た
た
め
、
旅
客
の
需
要
が
な
か

っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

開
業
時
の
東
京
飛
行
場
の
面
積
は
約

53
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
長
さ
３
０
０
メ
ー
ト

ル
、
幅
15
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
が
1
本

あ
る
の
み
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
拡
張
工
事
を
重
ね
た
羽
田

空
港
の
面
積
は
現
在
約
１
５
１
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
。
長
さ
２
５
０
０
〜
３
３
６
０

メ
ー
ト
ル
、
幅
60
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路

が
4
本
あ
る
。
渋
谷
区
の
面
積
が
約
１

５
１
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
の
で
、
羽
田
空

港
は
渋
谷
区
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
有
し

て
い
る
。

初
フ
ラ
イ
ト
の
乗
客
は

ス
ズ
ム
シ
と
マ
ツ
ム
シ

人
と
貨
物
を
空
で
結
ぶ

羽
田
空
港

92
年
の
歴
史
を
振
り
返
る

１
９
０
３（
明
治
36
）年
、ラ
イ
ト
兄
弟
が
世
界
初
の

有
人
固
定
翼
動
力
機
に
よ
る
飛
行
を
成
功
さ
せ

そ
の
後
飛
行
機
の
開
発
が一
気
に
進
ん
だ

羽
田
空
港
の
原
点
と
な
っ
た

東
京
飛
行
場
の
開
業
は
１
９
３
１（
昭
和
６
）年

日
本
一の
旅
客
数
、発
着
枠
を
持
ち

国
際
的
評
価
も
高
い
羽
田
空
港
の
歴
史
を
振
り
返
る

さまざまな航空機が24時間発着する羽田空港
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そ
も
そ
も
な
ぜ
多
摩
川
河
口
の
埋
立

地
に
羽
田
空
港
が
で
き
た
の
か
、
お
お

も
と
は
江
戸
時
代
ま
で
遡
る
。
そ
の
歴

史
に
つ
い
て
は
「
進
化
す
る
羽
田
空

港
」（
著
：
唯
野
邦
男
、成
山
堂
書
店
刊
）

に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
引
用
を

交
え
な
が
ら
紹
介
す
る
。

　

江
戸
時
代
、
多
摩
川
河
口
の
左
岸
に

羽
田
村
が
あ
っ
た
。
多
摩
川
に
よ
っ
て

運
ば
れ
て
き
た
土
砂
の
堆
積
で
で
き
た

土
地
が
開
墾
さ
れ
、
田
ん
ぼ
が
広
が
っ

て
で
き
た
村
だ
と
い
う
。「
ハ
」
は
端
、

「
ネ
」
は
土
地
を
意
味
し
、「
陸
地
の
端
に

あ
る
海
沿
い
の
土
地
に
作
ら
れ
た
田
」

が
羽
田
の
語
源
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
羽
田
村
の
海
に
近
い
方
に
羽
田

猟
師
町
が
あ
り
、
そ
ち
ら
は
漁
業
や
商

業
、
海
運
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。

人
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
て

い
く
中
、
羽
田
猟
師
町
の
名
主
で
船
元

の
鈴
木
弥
五
右
衛
門
が
羽
田
村
の
干
潟

開
拓
、
新
田
開
発
に
乗
り
出
す
。
場
所

は
現
在
の
羽
田
空
港
整
備
場
の
あ
た
り

で
、
そ
こ
は
「
鈴
木
新
田
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
鈴
木
新
田
の
開
発
時
、
高
波
に

よ
っ
て
堤
防
に
大
き
な
穴
が
空
く
こ
と

が
た
び
た
び
あ
っ
た
た
め
、
守
り
神
と

し
て
穴
守
稲
荷
社
が
鈴
木
家
の
私
的
な

社
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
東

京
府
知
事
か
ら
神
社
と
し
て
の
創
建
が

認
め
ら
れ
穴
守
稲
荷
神
社
と
な
っ
た
。

　

明
治
期
以
降
に
は
穴
守
稲
荷
神
社
を

中
心
と
し
た
一
帯
に
海
水
浴
場
や
潮
干

狩
り
干
潟
が
で
き
、
鉱
泉
が
掘
ら
れ
て

鉱
泉
宿
も
で
き
た
と
い
う
。
京
浜
電
鉄

（
現
・
京
浜
急
行
電
鉄
）
の
穴
守
駅
も
で

き
、
東
京
の
一
大
観
光
地
、
保
養
地
と

な
っ
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
、

ラ
イ
ト
兄
弟
が
世
界
初
の
有
人
固
定
翼

動
力
機
の
初
飛
行
を
成
功
さ
せ
、
そ
の

後
、
世
界
中
で
飛
行
機
製
作
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
っ
た
。
日
本
で
は
１
９
１
０

（
明
治
43
）
年
、
代
々
木
練
兵
場
で
日

本
初
の
固
定
翼
動
力
機
に
よ
る
飛
行
が

行
わ
れ
、
羽
田
で
は
１
９
１
６（
大
正

5
）年
、
玉
井
清
太
郎
が
自
作
の
「
玉

井
式
2
号
機
」
で
飛
行
に
挑
み
、
成
功

し
た
。
玉
井
は
そ
の
後
、羽
田
穴
守
町

に「
日
本
飛
行
学
校
」
を
設
立
す
る
。

そ
れ
が
羽
田
と
飛
行
機
の
関
わ
り
は
じ

め
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
１
９
２
８（
昭
和
3
）年
、
逓

信
省
所
管
の
日
本
航
空
輸
送
株
式
会
社

が
で
き
、
翌
年
、
立
川
陸
軍
飛
行
場
を

間
借
り
し
た
運
航
が
開
始
さ
れ
た
。
た

だ
、
立
川
は
都
心
か
ら
遠
く
、
間
借
り

に
よ
る
制
約
も
多
い
た
め
、
逓
信
省
は

都
心
近
く
に
民
間
航
空
専
用
の
公
共
飛

行
場
の
建
設
を
決
定
。
建
設
地
と
し
て

白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
羽
田
だ
っ
た
。

　

適
当
な
規
模
の
取
得
し
や
す
い
用
地

が
あ
る
こ
と
、
障
害
物
が
な
く
、
近
く

に
穴
守
駅
が
あ
っ
て
ア
ク
セ
ス
が
よ
い

こ
と
な
ど
が
考
慮
さ
れ
た
よ
う
だ
。
そ

う
し
て
１
９
３
１（
昭
和
6
）年
の
東
京

飛
行
場
開
業
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

「
羽
田
」の
由
来
は

陸
地
の
端
に
あ
る

田
ん
ぼ江

戸
時
代
の
開
拓
か
ら

始
ま
る
歴
史

海
水
浴
に
潮
干
狩
り

鉱
泉
宿
も
あ
る

観
光
地
だ
っ
た
こ
と
も

ラ
イ
ト
兄
弟
の
フ
ラ
イ
ト
成
功

飛
行
機
の
時
代
へ

江戸時代と現在の羽田近郊

品川区

太田区

川崎市

京
浜
東
北
線 京

急
本
線

京急空港線

羽田空港

蒲田
京急蒲田

多摩川

D滑走路

C滑
走

路

B滑
走

路

A滑
走

路

穴守稲荷神社

旧穴守稲荷社

至 東京

至 横浜

鈴木新田

現在の陸地 現在の地名江戸時代の地名江戸時代の陸地

羽田村

1973（昭和48）年、東京湾・大井ふ頭から撮影された羽田空港
写真提供 ： 髙橋 義雄／PIXTA（ピクスタ）

1999（平成11）年に移設された穴守稲荷神社の旧一の鳥居
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東
京
飛
行
場
は
太
平
洋
戦
争
終
戦
後
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）
に
接

収
さ
れ
た
。
名
称
は
「
ハ
ネ
ダ 

ア
ー

ミ
ー 

エ
ア
ベ
ー
ス
」
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で

の
3
倍
半
の
面
積
に
ま
で
拡
張
さ
れ
、

利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
条
約
の
締
結
を
経
て
、
１
９

が
実
施
し
た
２
０
２
３
年
国
際
空
港
評

価
のW

orld

's Best A
irports

（
総

合
評
価
部
門
）
で
、
羽
田
空
港
は
世
界

３
位
と
な
っ
て
い
る
。
１
位
は
チ
ャ
ン

ギ
国
際
空
港
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）、
２
位

は
ド
ー
ハ 

ハ
マ
ド
国
際
空
港
（
カ
タ
ー

ル
）
だ
。
ま
た
同
社
の
空
港
評
価
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
部
門
賞
が
あ
る
が
、

W
orld

's Cleanest A
irports

（
清

潔
さ
部
門
）
で
羽
田
空
港
は
８
年
連
続

の
１
位
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
ほ
か
に
もW

orld

's Best D
om
estic 

A
irports

（
国
内
線
空
港
総
合
評
価
部

門
）
で
は
国
内
線
エ
リ
ア
の
使
い
や
す

５
８
（
昭
和
33
）
年
に
日
本
へ
全
面
返

還
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年

に
成
田
空
港
（
新
東
京
国
際
空
港
）
が

開
港
し
、
中
華
航
空
を
除
く
国
際
線
は

す
べ
て
成
田
空
港
へ
移
転
。

　
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
、
4
本
目

の
滑
走
路
で
あ
る
Ｄ
滑
走
路
と
国
際
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
（
現
在
の
第
3
タ
ー
ミ
ナ

ル
）
の
供
用
が
開
始
さ
れ
、
32
年
ぶ
り

の
国
際
線
定
期
便
が
復
活
し
た
。
飛
行

機
の
24
時
間
発
着
も
可
能
と
な
っ
た
。

　

世
界
的
に
見
て
、
羽
田
空
港
の
評
価

は
高
い
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
本
社
が
あ
る
世
界
の
航

空
関
連
格
付
け
会
社「Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｘ
」

さ
や
快
適
性
が
評
価
さ
れ
て
11
年
連
続

の
１
位
、W

orld

's B
est P

R
M
/

A
ccessible Facilities

（
高
齢
者
、

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
に
配
慮
さ
れ
た

施
設
の
評
価
部
門
）
で
５
年
連
続
の
１

位
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

利
用
客
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
と

品
質
に
す
ぐ
れ
た
空
港
だ
と
い
う
こ
と

が
、
こ
の
国
際
的
な
評
価
か
ら
読
み
取

れ
る
。

　

開
業
か
ら
92
年
と
な
っ
た
羽
田
空
港
。

こ
れ
か
ら
も
安
全
で
利
用
し
や
す
い
空

港
と
し
て
進
化
し
て
い
く
は
ず
だ
。

豊洲市場の魚介類を当日便でニューヨークへ ！
　羽田空港で輸出入される航空貨物を取り扱
うロジスティードエクスプレス・羽田事務所は、
第3ターミナルに隣接する東京国際エアカーゴ
ターミナルビル内に事務所を構えている。
　日々の業務は医薬品や検体、生鮮食料品
の輸出入通関や、輸入検査、動物検疫、植物
防疫などの検査立ち会いだ。業務のバランスと
しては、輸入よりも輸出のほうが圧倒的に多
い。都心からの近さを活かし、トラックで約30分
の豊洲市場から朝出荷された魚介類を受け取
り、すぐに通関し、そのまま当日便でアメリカ・
ニューヨークへ輸出する作業などを行っている。
　航空貨物の取り扱いにはスピードがより求め

られる。事務所には牧野 勝利所長をはじめ、通
関士の資格を持つ従業員が3名おり、ベテラン
揃いだ。カットタイム（貨物の締め切り時間）ま

で短時間しかない中、間違いのない通関作業
を日々こなしている。

ロジスティードエクスプレス株式会社 羽田事務所

住所	 東京都大田区羽田空港2-6-3
 東京国際エアカーゴターミナル
 第一国際貨物ビル4階
 417・418号室

電話	 03-5708-7101

従業員数	 4名

DATA 世
界
３
位
の
総
合
評
価

清
潔
さ
で
は
８
年
連
続
１
位

羽田事務所の従業員のみなさん
左から松枝 良一さん・所長の牧野 勝利さん
露崎 浩司さん・石田 数幸さん

24
時
間

発
着
可
能
な

国
際
空
港
へ

国際線が発着する第3ターミナル3階出発ロビー。ユニバーサルデザインが徹底
され、「わかりやすさ」「使いやすさ」にこだわっている。視界を遮るものがない広
大な空間も特徴の一つ

第3ターミナルは2010（平成22）年8月に竣工した。4階のレストラン＆ショップフロアには、江戸の街並み
をモチーフにした「江戸小路」「はねだ日本橋」がある

参考資料：『進化する羽田空港』（著：唯野 邦男・成山堂書店刊）、『羽田空港アーカイブ 1931-2023 
Tokyo International Airport写真集』（監修：羽田航空宇宙科学館推進会議・徳間書店刊）

開業から92年が経った羽田空港から、今日も飛行機が飛び立つ

太
平
洋
戦
争
後
の

空
港
接
収
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上か
み

假か
り

屋や 

優ゆ
う

輝き

さ
ん　

 

萩は
ぎ

之の

谷や 

篤あ
つ
し

さ
ん

 

横よ
こ

瀬せ 

慎し
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん　

日
立Sun N

exus

茨
城 

メ
ン
バ
ー（
写
真
右
か
ら
）

15
人
で
チ
ー
ム
を

組
む
ス
ポ
ー
ツ

 「
ラ
グ
ビ
ー
」の

魅
力
と
は
？

茨
城
県
日
立
市
を
拠
点
と
す
る
社
会
人
ラ
グ

ビ
ー
チ
ー
ム「
日
立Sun N

exus

（
サ
ン
ネ
ク
サ

ス
）茨
城
」に
は
、ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
東
日
本
株
式

会
社
の
従
業
員
９
名
が
在
籍
し
て
い
る
。

９
月
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３ 

フ
ラ
ン
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
、日
本
代
表
チ
ー
ム

の
活
躍
も
注
目
さ
れ
る
中
、仕
事
と
ラ
グ
ビ
ー
に

真
摯
に
取
り
組
む
従
業
員
３
人
に
ラ
グ
ビ
ー
の
魅

力
な
ど
を
聞
い
た
。

「
わ
だ
ち
」は
漢
字
で
書
く
と「
和
達
」

こ
の「
達
」に
ち
な
ん
で
各
分
野
の
達
人
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す

材料
●大根の葉・皮（細切りにして天日で干したあと

　密封袋に入れて冷凍保存し、100〜200g溜めたもの）

●出汁（水でも良い）

●醤油

●酒

●砂糖

●鰹節1.5〜3g（出汁に使った鰹節を利用しても良い）

●炒り胡麻大さじ1/2程度

根
の
葉
は
、
β
カ
ロ
テ
ン
、
ビ

タ
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の

栄
養
価
が
高
く
、
汁
の
実
に
な
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
炒
め
て
醤
油
な
ど
で
味
付

け
す
る
だ
け
で
ヘ
ル
シ
ー
な
お
惣
菜
に

な
り
ま
す
。
余
っ
た
り
す
ぐ
に
食
べ
た

り
し
な
い
時
に
は
大
根
の
皮
と
一
緒
に

天
日
で
干
し
て
乾
燥
さ
せ
、
保
存
し
て

お
く
と
重
宝
し
ま
す
。
刻
ん
で
か
ら
干

し
て
お
く
と
、
使
う
分
だ
け
取
り
出
せ

ば
い
い
の
で
便
利
で
す
。
天
気
が
良
い

日
が
２
〜
3
日
続
く
日
を
見
計
ら
っ
て
、

ザ
ル
に
薄
く
広
げ
て
風
通
し
の
良
い
と

こ
ろ
で
干
し
て
く
だ
さ
い
。
時
々
混
ぜ

て
ま
ん
べ
ん
な
く
風
や
日
が
当
た
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
い

た
ら
、
密
封
袋
に
入
れ
て
冷
凍
庫
で
保

存
を
。
冷
凍
か
ら
出
汁
で
戻
し
た
あ
と

は
、
調
味
料
と
合
わ
せ
て
炒
め
煮
に
す

る
だ
け
。
ふ
り
か
け
は
も
ち
ろ
ん
、
お

に
ぎ
り
や
チ
ャ
ー
ハ
ン
の
具
に
も
ぜ
ひ
。

大
根
の
フ
ァ
イ
ト

ケ
ミ
カ
ル
ふ
り
か
け

エコレシピ

大根

2vol.

作り方
❶冷凍した乾燥大根の葉や皮を密封袋から出して

　ボウルに入れ、同量程度の出汁を加えて解凍する

❷①を戻し汁ごと鍋に移して中火で煮る

❸柔らかくなったら、醤油、酒、砂糖を加えて

　弱火でさらに煮る

❹水分がなくなったら鰹節を加えて混ぜ、火を止める

❺ 最後に炒り胡麻を混ぜ合わせる

※食べ切れない分は冷蔵庫で２〜３日、
　冷凍庫で２週間程度保存可

今回の再利用食材は…

ロジスティードグループ保養所
サン・アンド・サン荘 伊豆高原

料理人が教える

大

ふ
ろ
ふ
き
大
根
も
お
で
ん
も
葉
や
皮
は
取
り
除
い
て
し
ま
い
ま
す
が
、

植
物
が
身
を
守
る
た
め
に
作
り
出
す
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
が
含
ま
れ
て
い
て

栄
養
豊
富
。干
し
て
乾
燥
さ
せ
て
お
け
ば

食
感
も
楽
し
い
ふ
り
か
け
を
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大さじ1〜2（好みで調整）

大根だけでなく人参の皮、かぶの葉、きのこ類も干
し野菜に適しています。天気が悪くなってしまった場
合、あるいは室内の窓辺で干す時は、扇風機で風を
当てるなどしてカビが生えないよう注意しましょう。
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茨
城
県
日
立
市
を
拠
点
と
す
る
社
会

人
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
「
日
立Sun N

exus

茨
城
」。
前
身
は
１
９
３
４
（
昭
和
９
）

年
創
部
の
「
日
立
製
作
所
ラ
グ
ビ
ー
部
」

で
、
２
０
２
２
年
に
一
般
社
団
法
人
と

し
て
地
域
密
着
型
の
チ
ー
ム
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。
日
立
市
と
は
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
協
定
を
結
び
、
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
た

地
域
の
活
性
化
な
ど
に
協
力
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
「
日
立Sun N

exus
茨
城
」
に

は
現
在
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
東
日
本
株

式
会
社
の
従
業
員
が
9
名
、
在
籍
し
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
日
中
の
勤
務
の
後
、

火
・
木
曜
の
夜
の
約
2
時
間
、
週
末
の

土
・
日
曜
に
行
わ
れ
る
練
習
に
参
加
す

る
。
場
所
は
２
０
２
３
年
７
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ば
か
り
の
日
立
市
会
瀬
ス

ポ
ー
ツ
広
場
だ
。
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

会
社
で
の
勤
務
と
ラ
グ
ビ
ー
の
練
習
、

そ
し
て
試
合
。「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
な
い

で
す
ね
。『
遊
び
た
い
』
と
い
う
気
持
ち

は
ず
い
ぶ
ん
前
に
置
い
て
き
ま
し
た
」

と
笑
う
の
は
、
２
０
１
８
年
入
社
の

萩
之
谷 

篤
さ
ん
だ
。

　

多
賀
営
業
所
に
所
属
し
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
で
の
荷
物
積
み
込
み
作
業
を
担

当
し
て
い
る
。
ラ
グ
ビ
ー
で
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
ロ
ッ
ク
。
ラ

グ
ビ
ー
は
1
チ
ー
ム
15
人
で
行
う
ス

ポ
ー
ツ
だ
が
、
前
方
で
ス
ク
ラ
ム
を
組

む
8
人
が
フ
ォ
ワ
ー
ド
だ
。
そ
の
中
の

ロ
ッ
ク
は
ス
ク
ラ
ム
の
際
は
中
央
に
い

て
、
ス
ク
ラ
ム
が
崩
れ
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
集
団
を
固
め
、
押
し
込
む
役

割
を
果
た
す
。
タ
ッ
チ
ラ
イ
ン
か
ら
外

に
出
た
ボ
ー
ル
が
、
中
に
投
げ
戻
さ
れ

る
際
に
行
わ
れ
る
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
で
は
、

背
の
高
さ
を
活
か
し
て
そ
の
ボ
ー
ル
を

受
け
取
る
役
目
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

密
集
で
相
手
を
な
ぎ
倒
し
な
が
ら
突
進

す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

萩
之
谷
さ
ん
は
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て

「
泥
臭
く
、
粘
り
強
く
、
常
に
動
き
続
け

て
い
る
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
私
は

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
外
で
見
て
い
る

方
か
ら
プ
レ
ー
を
褒
め
ら
れ
る
よ
り
も
、

中
で
プ
レ
ー
を
し
て
い
る
仲
間
か
ら

『
あ
い
つ
は
い
い
仕
事
を
す
る
』
と
言
わ

れ
る
ほ
う
が
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
す
。

外
か
ら
褒
め
ら
れ
る
よ
り
、

中
で
の
評
価
が
う
れ
し
い

「日立Sun Nexus茨城」に所属するロジスティード東日本株式会社の従業員。それぞれが会社での勤務とラグビーを
両立させている。日立市内の小学生向けに開催する「ラグビー教室」で、子どもたちにラグビーの楽しさを教えるこ
ともある。

2023年7月9日に行われた立教大学ラグビー部との練習
試合での一場面。試合会場は埼玉県富士見市の立教
大学富士見総合グラウンド。遠征費用などは協賛パー
トナーからの寄付金などで賄われる。

日立Sun Nexus茨城（ひたち・さんねくさす・いばらき）●前身は1934（昭和9）年創部の日立製作所ラグビー部。2022年に
一般社団法人としてクラブ化した。部員数は約40名。チーム名のSun Nexusには「Sun」＝太陽（日立の選手、スタッフ、
組織）と「Nexus」＝結び、縁、連結、連鎖、結合の意味が込められている。日立市を拠点にし、ラクビーを通じて会社や
地域に夢と勇気と感動を届けることをミッションに掲げる。2023年のチームスローガンは「勝ちにこだわれ」。トップイー
ストリーグBグループ優勝とAグループへの昇格を目標としている。

　

ラ
グ
ビ
ー
の
魅
力
は
「
15
人
と
い
う

大
人
数
で
チ
ー
ム
を
組
む
集
団
ス
ポ
ー

ツ
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
海
外
に

は
体
格
の
大
き
な
選
手
も
多
い
で
す
が
、

体
重
で
の
ク
ラ
ス
分
け
も
な
く
、
い
わ

ば
無
差
別
級
。
相
手
と
思
い
切
り
ぶ
つ

か
り
合
う
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
、
ど
ん

な
に
大
き
な
相
手
に
で
も
臆
せ
ず
向

か
っ
て
い
き
ま
す
。
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ず
、
点
を
取
っ
た
時
は
み
ん
な
で
う
れ

し
さ
を
分
か
ち
合
え
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
」

と
熱
く
語
る
。

　

一
方
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
に
対
し
て
バ
ッ

ク
ス
と
呼
ば
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
は
7

人
い
る
。
ボ
ー
ル
を
パ
ス
で
つ
な
い
で

い
き
、
相
手
陣
地
へ
走
り
込
み
、
ト
ラ

イ
で
点
を
取
っ
て
い
く
役
割
を
果
た
す
。

　

２
０
１
９
年
入
社
で
電
線
営
業
部
に

所
属
す
る
上
假
屋 

優
輝
さ
ん
は
バ
ッ
ク

ス
の
ウ
イ
ン
グ
、
も
し
く
は
フ
ル
バ
ッ

ク
、
２
０
２
０
年
入
社
で
総
務
課
所
属

の
横
瀬 

慎
太
郎
さ
ん
は
ウ
イ
ン
グ
が
そ

れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
。

　

上
假
屋
さ
ん
は
「
フ
ル
バ
ッ
ク
は

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
的
に
一
番
後
ろ
に

い
て
、
走
り
込
ん
で
く
る
相
手
に
対
す

る
最
後
の
砦
で
す
。
相
手
の
キ
ッ
ク
で

飛
ん
で
き
た
ボ
ー
ル
に
対
応
す
る
の
も

フ
ル
バ
ッ
ク
の
役
目
で
す
」、
横
瀬
さ
ん

は
「
ウ
イ
ン
グ
は
回
っ
て
き
た
パ
ス
を

最
後
に
受
け
、
ト
ラ
イ
を
取
り
に
い
き

ま
す
。
チ
ー
ム
の
中
で
一
番
足
の
早
い

選
手
が
つ
く
こ
と
が
多
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン

で
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
教
え
て
く
れ
た
。

　

３
人
と
も
小
学
生
の
時
に
ラ
グ
ビ
ー

を
始
め
、
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
で
の
活
躍

を
経
て
、
現
在
が
あ
る
。

　

上
假
屋
さ
ん
は
「
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー

に
所
属
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

る
企
業
や
地
域
の
方
々
、
応
援
し
て
く

だ
さ
る
フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ん
の
存
在
の

大
き
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
も
し
っ
か
り
恩
返
し
し
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

「
日
立Sun N

exus

茨
城
」
は
現
在
、
社

会
人
ラ
グ
ビ
ー
の
ト
ッ
プ
イ
ー
ス
ト

リ
ー
グ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
。

２
０
２
３
年
９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、
所
属
５
チ
ー
ム

の
う
ち
上
位
２
チ
ー
ム
が
12
月
下
旬
に

行
わ
れ
る
Ａ
グ
ル
ー
プ
へ
の
入
れ
替
え

戦
に
臨
め
る
。
目
標
は
も
ち
ろ
ん
Ｂ
グ

ル
ー
プ
優
勝
と
Ａ
グ
ル
ー
プ
へ
の
昇
格

だ
。
横
瀬
さ
ん
は
「
戦
力
的
に
も
今
年

は
Ａ
グ
ル
ー
プ
昇
格
が
十
分
に
狙
え
ま

す
。
ぜ
ひ
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
！
」

と
力
強
く
呼
び
か
け
て
い
る
。

得
点
を
狙
い
に
い
く
バ
ッ
ク
ス
陣
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牟 田 祐 樹牟 田 祐 樹牟 田 祐 樹

今
の
チ
ー
ム
は

何
点
？

応
援
は
力
に
な
り
ま
す
か
？

２
０
２
３
年
春
か
ら

就
任
し
た
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
の

役
割
は
？

陸
上
部
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

Q

Q Q

Q「
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も

  

誇
り
に
思
っ
て
も
ら
え
る

  

チ
ー
ム
に
し
て
い
き
ま
す
」

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
陸
上
部
の
選
手
に
オ
ン
と
オ
フ
の
過
ご
し
方
・
陸
上
へ
の
思
い
を
聞
く
こ
の
企
画
。

今
回
は
２
０
２
３
年
春
に
キ
ャ
プ
テ
ン
に
就
任
し
た
牟
田 

祐
樹
選
手
に
、チ
ー
ム
の
評
価
や

こ
れ
か
ら
の
目
標
な
ど
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

 

１
０
０
点
満
点
で
20
点
く
ら
い
で
す
。

厳
し
い
点
数
で
す
が
、
そ
れ
は
今
、
チ

ー
ム
と
し
て
結
果
を
出
せ
て
い
な
い
か

ら
で
す
。
陸
上
は
結
局
、
タ
イ
ム
と
か

順
位
と
か
、
結
果
が
は
っ
き
り
出
る
競

技
な
の
で
。
た
だ
、
チ
ー
ム
全
体
と
し

て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
し
っ
か
り
積
め
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
そ
の
結

果
が
出
て
く
る
は
ず
で
す
。
不
安
視
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
で
す
。
駅
伝
の
大
会
な
ど
で
、

従
業
員
の
み
な
さ
ん
が
私
た
ち
の
名
前

を
書
い
た
横
断
幕
を
持
っ
て
応
援
に
来

て
く
だ
さ
る
の
で
す
が
、
本
当
に
う
れ

し
い
で
す
。
私
は
〝
熱
い
〟
人
間
な
の

で
、
応
援
し
て
く
れ
る
と
ス
イ
ッ
チ
が

入
っ
て
、
さ
ら
に
熱
く
な
り
ま
す
。
み

な
さ
ん
か
ら
の
応
援
、
走
っ
て
い
る
私

た
ち
に
し
っ
か
り
届
い
て
い
ま
す
。
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

部
員
を
ま
と
め
る
と
い
う
よ
り
も
、
対

外
的
な
顔
と
し
て
、
チ
ー
ム
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
し
た
り
、
取
材
対
応
し
た

り
す
る
役
割
で
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン
就
任

に
あ
た
っ
て
部
員
の
み
ん
な
に
は
、「（
チ

ー
ム
の
拠
点
が
あ
る
）
松
戸
市
の
み
な

さ
ん
か
ら
も
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
チ
ー
ム
に
し
て
い
こ
う
」
と
い

う
話
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
従
業
員
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

陸
上
部
を
も
っ
と
身
近
な
存
在
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。
試
合
で
い
い
結
果
を

出
せ
た
時
、
一
緒
に
喜
び
を
分
か
ち
合

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
存
在
で
す
。

そ
れ
も
キ
ャ
プ
テ
ン
の
務
め
か
な
と
考

え
て
い
ま
す
。 

チ
ー
ム
と
し
て
は
２
０
２
４
年
元
日
の

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
で
6
位
以
内
に
入

る
こ
と
で
す
。
監
督
か
ら
は
そ
う
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
そ
の
ニ
ュ

ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
で
最
長
区
間
を
走
り
、

勝
負
を
し
て
し
っ
か
り
結
果
を
出
す
こ

と
が
目
標
で
す
。
最
長
区
間
に
は
、
各

チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

責
任
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
覚

悟
で
す
。
ま
ず
は
今
年
の
11
月
３
日
の

東
日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
で

結
果
を
出
し
、
出
場
権
を
得
る
こ
と
か

ら
で
す
。

陸
上
部
と
し
て
地
域
と
の
関
係
は
？

Q
こ
れ
ま
で
は
松
戸
市
の
小
学
生
を
対
象

に
し
た
「
か
け
っ
こ
教
室
」
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
中
学
や

高
校
の
部
活
で
陸
上
を
し
て
い
る
選
手

た
ち
や
、
一
般
の
方
で
趣
味
と
し
て
走

っ
て
い
る
方
た
ち
に
も
、
私
た
ち
の
知

識
や
経
験
を
伝
え
る
機
会
が
つ
く
れ
る

と
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の

み
な
さ
ん
と
の
接
点
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ロジスティード陸上部
選手たちの

vol  

M u t a  Yu k i
2

ONとOFF
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自
分
の
性
格
は
？

Q目
立
ち
た
が
り
屋
だ
け
ど
、
心
配
性
。

出
来
事
に
感
情
が
左
右
さ
れ
や
す
い
の

で
、
で
き
る
だ
け
気
持
ち
を
安
定
さ
せ

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

食
事
で
気
を
使
っ
て
い
る
こ
と
は
？

Q食
事
は
妻
が
作
っ
て
く
れ
る
の
で
、
そ

の
料
理
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と

で
す
。
血
糖
値
の
急
上
昇
を
抑
え
る
た

め
に
野
菜
サ
ラ
ダ
か
ら
食
べ
る
よ
う
に

し
た
り
は
し
て
い
ま
す
が
、
徹
底
し
た

栄
養
管
理
を
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
は

ど
こ
で
？

Q週
2
日
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
2
時
ま

で
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
に
あ
る
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ー
ド
関
東
株
式
会
社
・
経
理
課

（
９
月
末
現
在
）
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

経
理
課
の
仕
事
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
部
署
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

社
内
の
仕
事
が
分
か
っ
て
あ
り
が
た
い

で
す
。
陸
上
の
大
会
に
出
場
す
る
前
と
、

そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
時
間
を
設
け
て

い
た
だ
き
、
社
内
の
み
な
さ
ん
に
報
告

し
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
い
い
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
な
る
大
切
な
時
間
で
す
。
み

な
さ
ん
、
応
援
し
て
く
れ
ま
す
。

好
き
な
食
べ
物
は
？

Q
フ
ル
ー
ツ
全
般
が
好
き
で
、
特
に
柿
が

好
き
で
す
。
な
ぜ
柿
か
？
と
言
わ
れ
る

と
困
る
の
で
す
が
、
昔
か
ら
気
が
つ
く

と
柿
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
実
家
に
い

た
頃
は
1
日
1
個
ま
で
と
決
め
ら
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
大
学
で
寮
暮
ら
し
に

な
っ
て
か
ら
は
「
好
き
な
だ
け
食
べ
ら

れ
る
」
と
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
あ
る

時
、
気
が
つ
い
た
ら
ス
ー
パ
ー
で
10
個

以
上
の
柿
を
持
っ
て
レ
ジ
前
に
並
ん
で

い
て
、
店
員
さ
ん
に
「
好
き
な
ん
で
す

ね
」
と
い
う
感
じ
で
微
笑
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

好
き
な
タ
レ
ン
ト
は
？

Q
日
本
テ
レ
ビ
の
笹
崎
里
菜
ア
ナ
の
フ
ァ

ン
で
、
そ
の
こ
と
を
公
言
し
て
い
た
の

で
す
が
、
大
学
4
年
生
の
時
、
箱
根
駅

伝
の
事
前
取
材
で
笹
崎
ア
ナ
が
大
学
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の

中
で
は
私
だ
け
が
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真

を
撮
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ

の
学
生
時
代
最
後
の
箱
根
駅
伝
で
は
、

区
間
3
位
（
7
区
で
出
走
）
の
成
績
を

残
せ
て
、
自
分
の
中
で
は
満
足
で
き
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

趣
味
は
？

Q読
書
で
す
。
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
が
好
き

で
、
東
野
圭
吾
さ
ん
や
中
山
七
里
さ
ん

の
作
品
な
ど
を
よ
く
読
ん
で
い
ま
す
。

「
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
！
」
大
賞

は
毎
年
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
ラ
ン
ク
イ
ン

し
て
い
る
本
を
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

サ
ウ
ナ
も
好
き
で
す
。
水
風
呂
が
好
き

な
ん
で
す
。ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
の

こ
だ
わ
り
は
？

Q美
容
室
派
で
す
。
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
は
よ

く
変
え
る
ほ
う
で
す
。
昨
年
は
結
べ
る

と
い
っ
た
ら
大
げ
さ
で
す
が
、
結
構
、

髪
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
春
に

バ
ッ
サ
リ
切
っ
て
も
ら
っ
て
、
今
は
こ

ん
な
感
じ
で
す
。

オ
フ
の
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
昨
年
10
月
に
娘
が
生
ま
れ
ま
し
て
、
家

族
で
の
お
出
か
け
で
す
ね
。
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
へ
行
っ
た
り
、
動
物
園
に

行
っ
た
り
。
先
日
は
動
物
と
触
れ
合
え

る
動
物
園
に
行
っ
て
、
娘
を
ア
ル
パ
カ

に
会
わ
せ
た
ら
大
泣
き
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て

あ
げ
た
い
で
す
ね
。
で
も
、
将
来
、
陸

上
は
勧
め
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
に
し
ん
ど

い
こ
と
は
さ
せ
た
く
な
い
な
、
と
い
う

思
い
か
ら
で
す
。

むた ゆうき●1993年生まれ、東京都出身。西武文理高校、明治大学卒業。2016年、
ロジスティード陸上部に入部。明治大学体育会競走部では3年生、4年生の時に箱根
駅伝に出場。2023年春からロジスティード陸上部キャプテンを務める。

陸
上
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

Q中
学
2
年
生
の
時
、
そ
れ
ま
で
や
っ
て

い
た
ス
キ
ー
や
テ
ニ
ス
と
は
別
の
ス
ポ

ー
ツ
を
始
め
た
い
と
思
い
、
陸
上
部
へ

行
き
ま
し
た
。
顧
問
の
先
生
に
「
棒
高

跳
び
が
し
た
い
で
す
」
と
言
っ
た
の
で

す
が
、「
う
ち
で
は
や
っ
て
い
な
い
」
と

即
答
で
却
下
。
そ
れ
で
、
も
と
も
と
得

意
だ
っ
た
長
距
離
に
挑
戦
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
棒
高
跳
び
を
希
望
し
た
の

は
「
か
っ
こ
よ
さ
そ
う
」
だ
っ
た
か
ら

で
す
（
笑
）。

オ
フ
の
日
は
昨
年
誕
生
し
た
娘
と
一
緒
に

お
出
か
け
し
ま
す
︒将
来
︑陸
上
は
︙
︙
勧
め
ま
せ
ん
ね
︒
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Topics
オランダ物流会社の全株式取得

物流センターの在庫適正化を
支援するSCDOS協調型

在庫コントロール支援サービス
提供開始

燃料電池トラック初導入

　欧州域内で低温混載輸送サービスを提供するオランダの物

流会社Van den Bos & van Daalen Materieel B.V.（以下、

BosDaalen社）の全株式を取得する株式譲渡契約を締結しまし

た。BosDaalen社は、ともに創業100年を超えるCARGOBOSS

社とVan Daalen Transport社が2021年に合併し、発足したト

ラック輸送会社です。主にオランダからドイツ、スイス、北フラ

ンスへ青果・花
か

卉
き

などをデイリーベースで輸送し、帰り荷として

青果・乳製品・ドライ品をオランダへ輸送する事業を展開してい

ます。

　ロジスティードグループは今回の株式取得によ

り欧州における低温混載輸送事業に参入し、事

業領域を拡大していきます。

　2023年度から物流センターの在庫適正化の支援を目的に、

在庫管理におけるデータ分析の自動化、AIやシミュレーション

による分析の高度化・見える化を可能にする新サービスの提供

を開始しました。

　このサービスは、物流センターの在庫管理に関わるお客様

の物流本部・商品本部や、お取引先様などのス

テークホルダーをデジタルでつなぎ、データに基

づいた在庫適正化を推進するものです。

　ロジスティード東日本㈱は、ロジスティードグループで初めて

燃料電池トラックを導入しました。今回導入した燃料電池ト

ラックは、水素と酸素を反応させて電気を起こす発電システム

を搭載し、走行時にCO2を排出しないため、環境に配慮した次

世代の車両として注目されています。

　ロジスティードグループは「脱炭素社会への貢献」を重要課

題の一つと位置づけ、気候変動への対策および脱炭素社会の

実現に向け、温室効果ガス排出量の削減やエネ

ルギー利用の効率化に取り組んでいます。その中

で、低燃費・低公害な環境対応車（エコカー）への

代替を進めています。

「夏休み 子どもの食 応援ボックス」
災害用備蓄品提供

　子ども支援に取り組む（公社）セーブ・ザ・チルドレン・ジャパ

ンの事業「夏休み 子どもの食 応援ボックス」に、本社・ロジス

ティードビル（東京都）の入れ替えた災害用備蓄品のたまご

スープ約5,000食を提供しました。

「TDBC Forum 2023」出展
　7月7日、東京ポートシティ竹芝 ポートホール（東京都）で開

催された「TDBC Forum 2023」（主催：（一社）運輸デジタルビ

ジネス協議会）に出展しました。ロジスティード

ブースでは「安全運行管理ソリューションSSCV-

Safety」を紹介しました。

安全運行管理ソリューション
SSCV-Safety®

労務管理機能追加
　安全運行管理ソリューション「SSCV-Safety®」に、労務管理

の精度向上を支援する「デジタル労務管理」機能を追加しまし

た。SSCV-Safetyは輸送の安全を支援するための「予測する・見

守る・振り返る」の３つの機能に加え、デジタル点呼簿やデジタ

ル日常点検簿などデジタルの力で管理業務の負荷を軽減する

機能を実装しています。今回、輸送事業者の法令遵守をサ

ポートするため、デジタコと連動したドライバー

の労務管理機能を追加しました。

今年はワールドカップ開催が目白押しでまさに
スポーツの秋。観るのもプレーするのも良い季
節になりました。特に観戦ではそのスポーツに
詳しい人と一緒に見るのが楽しく、ルールはも
ちろん、プレイヤーの特徴なども解説してもら
えると試合の見方も変わってきます。
秋号で紹介したラグビーは9月から試合が始ま
りましたが、日本代表の結果がどうなっている
か楽しみです。（金田）

東京から世界への空の玄関口である羽田の特
集です。入社した頃は、成田は海外・羽田は国
内向けの空港というような住み分けがあり、フ
ォワーディング研修を成田で受けました。その
後、羽田に国際線が復活した後、営業として
成田発のお客様の貨物と一緒に海外をまわ
り、都内への即配達希望に応えるために羽田
空港を利用しました。選択肢が増えたことで、
できることが広がりました。（谷野）

秋号の特集はロジスティードエクスプレス株式
会社の事務所がある「羽田空港」を取り上げ
ました。日本一の旅客数を誇る羽田空港の92
年間にわたる歴史を振り返ります。また、「ロ
ジスティード陸上部選手たちのONとOFF」第
二弾は、キャプテンの牟田選手です。チーム目
標や評価、プライベートのこともお聞きしまし
た。ぜひご覧ください。（三室）

編 集 後 記

お問い合わせや感想はこちらまで

ロジスティードグループの「現在」をお届けします

CO2排出量の
可視化サービスを開発

物流環境大賞で特別賞受賞
　ロジスティード㈱とロジスティードソリューションズ㈱が共同

開発した「EcoLogiPortal™（サプライチェーン輸送領域におけ

るCO2排出量可視化サービス）」が、（一社）日本物流団体連合

会主催の第24回物流環境大賞において「特別賞」を受賞しま

した。

 「EcoLogiPortal™」は出荷明細や運行情報システムなどをロジ

スティードのIT基盤と連携させ、CO2排出量の可

視化を可能にします。排出量の全体像を把握

し、削減に向けた具体的なアクションの検討、実

行をサポートします。

ソープボックスダービー®世界大会
「LOGISTEED ニッポン号」出場

東北・みやぎ復興マラソン2023
協賛

パッケージングコンテスト
ダブル受賞

テクニカル包装賞／大型・重量物包装部門賞

　ソープボックスダービー（重力カーレース）の世界大会「オー

ルアメリカンソープボックスダービー」が7月22日、アメリカ・オ

ハイオ州で開催されました。ロジスティード㈱は日本代表選手

の出場に協賛し、社名を冠した「LOGISTEED ニッポン号」が出

場しました。

　11月5日開催予定の「東北・みやぎ復興マラソン2023」にオ

フィシャルパートナーとして協賛します。

　この大会は2017年から東日本大震災の被災地復興に寄与

することを目的に開催されており、今大会は“杜の都”仙台市内

を走る初めてのフルマラソンに生まれ変わりました。“震災の記

憶と経験を未来につなぐ”この大会を、地域の

みなさん、参加するランナーのみなさんと一緒に

創り上げていきます。

　「2023日本パッケージングコンテスト」（主催：（公社）日本包

装技術協会）の表彰式が8月30日、東京都内で行われました。

ロジスティード(株)が受賞したテクニカル包装賞は、ロジス

ティード東日本流通サービス(株)の「エレベータ部品木箱の段

ボール化」、大型・重量物包装部門賞は、ロジスティード東日

本(株)の「試薬交換ロボット用スロープ付き輸送梱包箱」が評

価されたものです。このコンテストは今年で45回

目となる日本の包装分野における最大級のコン

テストです。

＊「わだち」の無断転載はご遠慮ください。  ＊本誌内においては会社名の敬称を略しておりますので何卒ご了承ください。

わだち編集事務局：wadachi@logisteed.com
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